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芸術類型卒業演奏会・作品展開催

熊野高等学校

　熊野高校芸術類型卒業演奏会・卒業作品展を開
催しました。音楽コースは、２月17日（土）広島
市南区民文化センタースタジオにおいて卒業演奏
会を行いました。３年生音楽コースの生徒が、そ
れぞれステージに立ち独奏曲を奏で、最後に６人
による合唱を披露しました。会場は満席で、和や
かで温かい雰囲気に包まれ、生徒一人ひとりに惜
しみない声援と拍手をいただきました。
　美術・書道コースは２月13日（火）から18日
（日）、広島県立美術館県民ギャラリーで卒業作品
展を開催しました。美術コースは100号の大作や工
芸による緻密な立体作品、コンクール受賞作品も
数多く展示され、レベルの高い作品が並びました。
書道コースは、会場中央に、３年生が「春の花」
の名をテーマに７人による合同作品を展示し、そ
の周りに全紙サイズの力作を展示しました。18日
（日）には各自が作品の前で解説を行い、その後、
安田女子大学・広島大学の先生に講評をしていた
だきました。
　期間中は熊野町内外から多くの皆さまに御来場
いただき、生徒たちに沢山の温かい励ましの言葉
をいただきました。心より感謝し厚くお礼申し上
げます。

■問熊野高等学校　☎854－４１５５

（生涯学習課）

「卒業作品展にて美術コース作品解説の様子」

　平成29年度「ひろしま給食100万食プロジェク
ト」の出前講座を、第二小学校および第四小学校
で実施しました。第二小学校では、平成29年10月
４日に㈱アンデルセンから講師をお招きし、『作っ
てみよう食べてみようおいしいパン』と題し、パ
ンの生地作りを行いました。

　第四小学校では、２月23日に結婚式場「アーク
クラブ迎賓館」から講師をお招きし、『西洋料理
を中心とした料理講習』で洋風の朝食を作りまし
た。

　実際にプロの料理人に教えてもらいながら調理
する体験を通じて、子どもたちは料理の楽しさや
素晴らしさを感じていました。今後も様々な事業
を活用し、熊野町の食育の推進に努めていきま
す。

 ■問学校教育課☎820－５６２０

平成29年度
「ひろしま給食100万食プロジェクト」

出前講座を実施しました

　母親のお腹の中ですくすくと育つ胎児は、既に胎盤の中（環境）で育っています。そして命という素晴らしい宝物を
持って生まれてきます。同じ命は世界に二つとありません。ひとり一人違う身体を持って生まれ、違う能力を発揮しま
す。家庭という環境の中で、同じ両親から生まれた兄弟がみんな違う成長をするように、その子の持っている力がどの
ように開花していくかは、どんな環境の中で育っていくかで大きな力を発揮します。
　今、熊野町の幼稚園・保育園・小学校・中学校・高等学校の教員が、熊野町の子ども達にどう関わればひとり一人が伸び
て行ってくれるか話し合い、協力して子ども達の成長を応援しています。小学校・中学校の参観日に行ってみてくださ
い。目を輝かして学習に取り組んでいる子ども達の姿に出会えるはずです。幼稚園・保育園の子ども達が先生の話に集
中している姿に感心させられるはずです。この子ども達の成長のスタートは「家庭という環境」です。熊野町の全ての家
庭で子ども達のお手本になる大人が存在するから、子ども達は安心して生活しているのですね。
　『人』という字は二人の人間が支え合っている様子からできているという話を聞
かれたことがあるでしょう。「人間は一人では生きていけない動物である」と言わ
れています。最初に出会う社会は家庭です。家庭で大人がしっかりお手本になって
いれば、子どもはそれを「まねる」ことから様々なことを身につけていきます。「ま
ねる」ことこそ「学び」なのです。昔からことわざにもある『三つ子の魂　百まで』と
いう言葉はそこから来ているのです。
　家庭から送り出された子ども達は保育園・幼稚園という社会の中でたくさんの
事を「学び（学習）」ます。今、熊野町では、幼保小中教育推進協議会で、子どもの様子
を見ながらお互いに関わり方を学び合っています。幼稚園・保育園でも、小学校で
も、中学校でも、更に、高等学校でも、「自分から伸びようとしている子ども達のた
めに私達は何をすればいいか、何ができるか」を話し合って行動に移しています。
　子どもは日々成長し自分から伸びていこうとしています。その「伸びようとして
いる力」を見つけ、生き生きと成長していく姿を、共に喜ぶことができたら素晴ら
しいと思います。右の写真は、２月８日に行われた保育園での研修風景です。「みん
なでつくろうゆめのまち」という年長の保育を見せてもらいました。参加者は、そ
れぞれ毎日を共にしている子ども達の成長年齢が違うにもかかわらず、熱心な研
究協議が行われました。和やかな雰囲気の中で、真剣に子どもの成長を応援しよう
と話し合いがなされていた事は素晴らしいと思いました。

　挨拶は誰にでもできることですが、意識していないとできないものです。８年前、中学校の掲示板にこのような
が貼ってあったのを思い出します。今では当り前になっている挨拶ですが、子ども達が大人になっても意

識していてほしいと思います。この表には無いのですが、＜レベル０＞というのがあるはずですね。全く挨拶を意識し
ないというレベルです。余程苦しいことがあったのか、辛いことがあって考え込んでいるか・・・・こういう時こそ周り
が声を掛ける必要があると言えます。逆に、こんな事もありました。
　先日、朝、幼稚園の子ども達に会いました。友達と一緒に笑顔で登園して来る子ども
達は、「さあ、今日は何して遊ぼうかな」という無邪気な笑顔で「おはようございます」

と挨拶をして通り過ぎて行き
ました。きっと素敵な一日を
過ごしたことでしょう。挨拶
は人と人を結ぶ で
すね。

レベル①　声を掛けられてから，小さな声で挨拶する。
レベル②　声を掛けられてから相手を見て，小さい声で挨拶する。
レベル③　自分の方から大きな声で挨拶する。
レベル④　自分の方から立ち止まり，はっきり挨拶する。
レベル⑤　自分の方から立ち止まり，笑顔で会釈しながら挨拶する。

年長組の保育を参観

幼保小中教育推進協議会の意見交換第
二
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－ 15 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'18/４月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'18/４月号　－ 14 －子どもの人権110番 ▢☎0120-007-110 広島法務局・広島県人権擁護委員連合会
いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権については　祝日を除く月～金　8：30～17：15

子どもは地域で守る！！『子ども１１０番の家』にご協力ください。
■申青少年育成くまの町民会議　事務局　生涯学習課　☎820-5621


